
シナリオ 1

矛盾 - Sword & Shield -

■アクトトレーラー

全てを諦めた顔で、少女は言った。 

「私を、殺してください」 と。 

全てを蔑んだ顔で、少女は言った。 

「私を、護ってください」 と。 

だからカタナは剣を取り、

だからカブトは盾を取る。 

舞台の上では綺麗な舞踏。少女と踊る死の舞踏。 

剣と盾とが打ち合って、そこに現れるものは何？ 

トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation

『矛盾 -Sword ＆ Shield-』
泣きそうな顔で、少女は言った。 

「そんな運命、私は、いらない」 

■シナリオ情報
●基本情報
プレイ時間：４～６時間

プレイヤー人数：２人

シナリオ傾向：２人用シナリオ、ストリート、叙情的

●レギュレーション
　この項目はRLが設定し、書き込んでから配布すること。

使用可能経験点	：

最大達成値	 ：

その他の条件	 ：

■キャスト作成
●推奨スタイル
①『カタナ』：殺し屋

②『カブト』：ボディガード

プレアクト情報
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●キャスト間対立
　本シナリオは２人用である。しかも、カタナとカ

ブトという相反するスタイルの２人が、一見対立し

たような状況下でストーリーが始まる。Ｎ◎ＶＡな

らではの、ギスギスとしたキャスト間対立の雰囲気

を演出するにはもってこいだ。

　しかし、最終的には２人が協力して真の敵を倒す

ことになるだろう。対立の演出を楽しむのは良いが、

プレイヤー間はしっかり協力し合うこと。

●必要な神業
　《難

インヴァルネラブル

攻不落》には使用想定シーンが存在し、それ

以外にキャストが敵の神業のみでリタイアするのを

防ぐために、１個の防御系神業が必要だ。

　なお、プレイヤーが２人であることから、神業の

遊びはかなり少ない。神業構成次第では、プレイヤー

の望む結末が得られないといった事態に落ちる可能

性がある。キャスト作成はしっかりと相談をしなが

ら行ってほしい。

●情報収集について
　プレイヤー人数が少ないため、２人ともが情報収

集をしっかりと行える必要がある。キャスト作成の

折には、〈社会〉〈コネ〉技能は推奨である３レベル

以上を必ず取得するようにしよう。

　本シナリオの情報収集で主に使用する社会技能

は、〈社会：Ｎ◎ＶＡ〉〈社会：ストリート〉〈社会：

テクノロジー〉、あるいはそれに準ずる〈コネ〉な

どである。(*)

■キャスト間コネクション
　キャスト間のコネはお互いが交換する形で取得す

ること。

ゲスト情報
Guest Data

ルシア

▼解説
「あなたの腕、信頼しています」
　不治の病に侵され、余命わずかな少女。
　残り少ない命を弄ぶかのように、『カタナ』
と『カブト』に相反する依頼をする彼女の、
真の目的とは……？

style：マネキン◎
age：16	 gender：♀

No.2:Cast Make Guideline
推奨設定：ボディガード。所属は問わない
追加設定：特になし

　このシナリオでは、貴方はシナリオタイトルの通り、矛盾を抱え
ることになるかもしれない。
　カブトとしてのスタイルを確固として持っているキャストを推奨
する。マヤカシなどでの代用はお勧めしない。

▼特記事項
・ 《難攻不落》には使用想定シーンが存在する。

No.1:Cast Make Guideline
推奨設定：殺し屋。所属は問わない
追加設定：特になし

　このシナリオでは、貴方はシナリオタイトルの通り、矛盾を抱え
ることになるかもしれない。
　カタナとしてのスタイルを確固として持っているキャストを推奨
する。カブトワリなどでの代用はお勧めしない。

▼特記事項
・ 特になし。

推奨スタイル：カブト
ScENARIO Handout

【ＰＳ：ルシアの願いを叶える】

コネ：ルシア 推奨スート：理性

　依頼があれば誰だって護るのが商売だが、こんな依頼人に会ったのは初めてかも
しれない。不治の病に侵された少女は、全てを蔑んだ顔でキミに言った。私を、護
ってください、と。 
　条件は２つ。拘束期間は、原因に関わらず彼女が死亡するまで。そして、護られ
ていることが、誰にもわからないように護ること。奇妙な依頼人の、奇妙な依頼。
だが、そこから伝わる必死の願いに、あなたはいつしか頷いていた。

推奨スタイル：カタナ
ScENARIO Handout

【ＰＳ：ルシアの願いを叶える】

コネ：ルシア 推奨スート：理性

　依頼があれば誰だって殺すのが商売だが、こんな依頼人に会ったのは初めてかも
しれない。不治の病に侵された少女は、全てを諦めた顔でキミに言った。私を、殺
してください、と。
　条件は２つ。殺されたことが、誰にでもわかる状態で殺すこと。そして、殺され
たことが、誰にでもわかる場所で殺すこと。奇妙な依頼人の、奇妙な依頼。だが、
そこから伝わる必死の願いに、あなたはいつしか頷いていた。


